
「
感
士
不
遇
賦
」

の
材
源
と

は
じ
め
に

陶
淵
明
の
「
感
土
不
通
賦
」
が
、
董
仲
釘
の
「
土
不
遇
賦
」
、
司
馬

遼
の
「
悲
土
不
遇
賦
」
に
触
発
さ
れ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
、
そ
の
序
の
冒
頭
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。

背
叢
一
仲
針
作
「
土
不
遇
斌
」
、
司
馬
子
長
叉
魚
之
。
余
以
三

徐
之
日
、
講
習
之
限
、
議
英
文
、
依
然
倒
懐
。

『
史
記
』
「
儒
林
列
伝
」
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
江
都
の
相
を
廃
さ
れ

て
中
大
夫
に
あ
っ
た
輩
仲
釘
は
、
主
父
優
に
よ
っ
て
自
分
の
「
災
異

記
」
と
遼
東
の
高
祖
廟
の
火
災
を
結
び
つ
け
ら
れ
、
死
罪
に
当
て
ら

れ
た
。
幸
い
詔
を
も
っ
て
罪
を
赦
さ
れ
た
が
、
後
に
は
、
公
孫
弘
の

画
策
で
専
横
の
謬
西
王
の
相
に
あ
て
ら
れ
、
久
し
く
任
に
あ
れ
ば
罪

を
獲
ん
こ
と
を
恐
れ
、
疾
を
理
由
に
こ
れ
を
辞
し
、
以
後
家
に
い
て

著
述
に
専
念
し
て
死
を
迎
え
た
。
孝
景
の
時
に
博
士
に
あ
げ
ら
れ
、

三
年
そ
の
庭
園
を
見
る
こ
と
も
な
く
孜
孜
と
し
て
学
に
勤
め
た
人
で

あ
れ
ば
、
自
分
を
と
り
ま
く
現
実
が
コ
ニ
季
の
末
俗
」
と
見
え
、
そ

「
国
窮
節
」

の
{
疋
立

棲

樹

田

芳

の
不
遇
を
煉
慨
す
る
賦
が
生
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

司
馬
遷
も
又
、
李
陵
の
為
に
弁
じ
て
腐
刑
に
処
せ
ら
れ
、
一

i

是
れ

吾
が
罪
な
る
や
、
是
れ
吾
が
罪
な
る
や
、
身
銭
た
れ
て
用
い
ら
れ

ず。」

Q
史
記
』
「
太
史
公
自
序
」
)
の
嘆
を
発
す
る
非
運
に
会
っ
た
。

董
仲
釘
に
「
土
不
透
賦
」
が
あ
っ
て
、
司
馬
遼
に
そ
れ
を
う
た
い
つ

ぐ
「
悲
土
不
透
斌
」
の
あ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
二
者
の
痛
切
な
体
験

に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
。

陶
淵
明
は
二
者
の
よ
う
な
直
接
的
生
命
の
危
機
に
直
面
し
た
こ
と

は
な
い
が
、
「
野
去
来
今
節
」
を
賦
し
て
官
界
に
そ
の
才
を
発
揮
す

る
こ
と
を
断
念
し
て
田
園
に
帰
っ
た
彼
に
は
、
「
土
節
」
を
持
し
て
、

高
潔
の
土
と
し
て
名
を
揚
げ
る
よ
り
他
残
さ
れ
た
道
は
な
か
っ
た
。

帰
国
以
来
、
前
緊
に
頼
っ
て
高
潔
の
土
と
し
て
士
節
を
完
う
す
る
こ

と
を
己
に
確
か
め
続
け
た
彼
に
と
っ
て
、
二
者
の
賦
は
ま
こ
と
に

「
既
然
備
保
」
の
思
い
を
引
き
起
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

今
日
我
々
が
見
う
る
「
土
不
遇
賦
」
「
悲
士
不
遇
賦
」
は
『
塾
文

類
緊
』
及
び
『
古
文
苑
』
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
、
厳
可
均
が
「
全
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漢
文
巻
二
十
三
、
巻
二
十
六
」
の
董
仲
筒
、
司
馬
遷
の
項
に
そ
れ
ら

を
校
勘
整
備
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
そ
の
全
文
で
あ
る
か
ど
う
か
は

保
証
し
難
い
が
、
ほ
ぽ
大
要
を
窺
う
に
足
る
引
用
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
直
接
的
材
源
と
も
い
う
べ
き
先
行
ニ
賦
と
陶
淵
明
の

「
感
土
不
遇
賦
」
を
読
み
く
ら
べ
る
と
、
淵
明
の
そ
れ
は
「
天
道
」

に
対
す
る
不
信
を
軸
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
先
行
二
斌
に
は

「
天
道
」
不
信
の
萌
芽
の
よ
う
な
も
の
は
見
ら
れ
で
も
、
そ
れ
は
、

構
成
の
軌
と
ま
で
は
な
っ
て
い
な
い
。

そ
の
点
で
司
馬
遷
「
悲
土
不
遇
賦
」
よ
り
は
、
『
史
記
』
「
佑
一
夷
叔

斉
列
伝
」
の
系
譜
に
近
い
も
の
が
読
み
と
れ
る
。
い
わ
ば
、
先
行
二

賦
を
「
伯
夷
叔
斉
列
伝
」
、
ひ
い
て
は
『
論
語
』
の
世
界
で
受
け
と

め
て
、
そ
の
思
索
を
深
め
た
の
が
、
「
感
士
不
透
賦
」
で
あ
る
と
思

。

〉
h
ノ

そ
し
て
そ
の
「
天
道
」
へ
の
不
信
、
あ
る
い
は
孔
子
の
よ
り
所
へ

の
疑
い
を
経
て
、
同
じ
『
論
語
』
の
「
君
子
国
窮
」
(
「
衛
璽
公
篤
」
)

の
条
が
選
び
産
さ
れ
る
。
そ
れ
は
「
感
士
不
遇
斌
」
の
結
語
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
陶
淵
明
の
嬬
隠
の
よ
り
所
で
あ
り
、
「
士
の
不
遇
i

一

を
詩
に
受
け
と
め
て
書
か
れ
た
「
一
詠
貧
土
七
首
」
の
根
の
は
り
所

で
も
あ
る
。
い
わ
ば
、
「
君
子
回
窮
」
の
「
君
子
」
の
語
を
欠
い
た

「
間
窮
」
な
り
、
「
函
窮
節
ー
一
の
一
地
聞
は
、
「
天
道
」
へ
の
疑
い
を
経
て

選
び
産
さ
れ
た
「
君
子
の
節
」
で
あ
り
、
己
に
定
立
し
た
「
士
節
」

の
味
わ
い
深
い
修
辞
で
あ
る
。
そ
の
「
留
窮
節
」
に
か
か
わ
る
陶
淵

明
の
思
索
の
跡
を
よ
り
明
解
に
た
ど
り
易
い
形
で
示
し
て
い
る
の
が

ハ注
1
〉

「
感
土
不
遇
賦
」
の
結
語
で
あ
る
と
思
う
。

先
行
ニ
賦
の
構
成
と
「
感
士
不
遇
賦
」
が
受
け
た
も
の

董
仲
好
の
「
土
不
遇
賦
」
の
大
体
を
見
れ
ば
、
第
一
段
は
四
字
句

十
八
句
、
「
あ
ふ
遼
か
な
る
か
な
、
遜
か
な
る
か
な
。
」
(
「
鳴
呼
瑳
乎
、

退
哉
謹
哉
。
」
)
の
味
嘆
の
語
か
ら
始
ま
っ
て
待
つ
身
に
遅
く
、
追
う

身
に
速
い
時
の
運
行
、
そ
の
不
確
定
性
を
前
に
、
「
身
を
正
し
て
時

を
倹
ち
、
将
に
木
に
就
か
ん
と
す
。
」
〈
「
正
身
侠
持
、
持
就
木
突
。
」
)
る

己
の
境
涯
が
述
べ
ら
れ
る
。
禄
を
求
め
ず
、
皇
室
と
忙
が
わ
し
き
は

障
し
め
を
増
す
の
み
と
、
「
一
戸
庭
を
出
で
ず
し
て
、
遅
ら
れ
る
無
き

を
問
う
o
」
(
「
不
出
戸
庭
、
佐
川
'
無
混
一
笑
o
」
)
と
の
決
意
で
結
ぼ
れ
る
o

第
二
段
は
六
ヰ
一
一
向
か
ら
十
二
言
ま
で
を
ま
じ
え
た
雑
言
体
十
六
句
で

三
塁
臼
」
で
始
ま
り
、
第
一
段
の
詠
嘆
調
の
四
言
句
の
内
容
を
よ
り

具
体
的
に
述
べ
る
。
己
を
取
り
ま
く
持
代
を
「
三
季
の
末
俗
」
と
捉

え
、
白
を
黒
と
言
い
な
す
弁
詐
に
と
り
閉
ま
れ
て
『
論
垣
間
』
「
学
市

篇
」
の
曾
子
の
「
三
省
」
「
公
冶
長
篇
」
の
「
内
訟
」
(
「
吾
未
見
能
見

其
遇
、
市
『
内
自
訟
者
也
」
)
の
よ
う
な
厳
格
な
自
己
反
省
に
立
っ
て
も
、

進
退
き
わ
ま
っ
て
従
う
所
を
知
り
え
な
い
惑
い
を
述
べ
る
。
そ
し
て

そ
の
惑
い
は
次
設
の
歴
史
回
顧
に
つ
な
が
れ
る
。
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第
三
段
は
六
言
句
か
ら
十
一
一
一
口
勾
の
雑
言
体
十
二
句
で
上
世
の
不
遇

の
士
、
肢
の
湯
玉
の
禅
譲
を
逃
れ
て
入
水
し
た
下
随
、
務
光
、
周
の

武
王
の
約
討
伐
を
諌
め
た
伯
夷
、
叔
斉
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
や
や
下

っ
て
呉
玉
夫
母
一
況
に
属
鍍
の
剣
を
賜
っ
た
伍
子
脊
、
泊
羅
に
身
を
投
じ

た
屈
原
が
点
綴
さ
れ
る
。
彼
ら
の
如
く
死
を
選
ぶ
わ
け
に
は
い
か

ず
、
「
ま
た
、
彼
の
数
子
と
向
に
す
る
能
わ
ず
、
ま
さ
に
遠
遊
し
て

終
古
せ
ん
と
す
。
」
〈
「
亦
不
能
向
彼
数
子
今
、
路
建
遊
荷
終
古
。
」
)
と
結

ば
れ
る
。

第
四
段
は
五
言
か
ら
十
一
言
ま
で
の
雑
言
体
十
八
句
で
、
前
段
の

平
準
法
」
の
か
な
い
難
き
を
述
べ
、
「
素
業
」
を
守
り
、
「
心
を
正
し

て
一
菩
に
帰
し
」
、
己
の
才
を
包
み
保
身
を
は
か
ろ
う
と
第
一
段
の

結
語
を
確
か
め
て
い
る
。

こ
の
賦
に
は
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
『
論
一
m
m
』
が
二
ケ
所
に

地
〈
故
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
他
に
『
易
』
を
典
故
と
す
る
個
所
が

四
条
見
え
て
い
る
。
こ
の
地
〈
放
の
あ
り
方
が
、
こ
の
賦
の
思
索
の
跡

を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
思
う
。
「
日
に
吾
身
を
三
省
す
と
雌
も
、

よ

き

わ

係
り
て
進
退
の
惟
れ
谷
ま
る
を
懐
う
。
」
(
「
難
立
ニ
省
子
吾
身
号
、
務
標

準
、
退
之
惟
谷
。
」
)
と
い
い
、
「
退
き
て
心
を
洗
い
、
内
に
訟
む
る
も
、

留
に
未
だ
其
の
従
う
所
を
知
ら
ず
。
」
(
「
、
退
洗
心
部
内
訟
今
、
間
未
知
其

所
従
o
b
と
は
、
先
的
の
遺
訓
に
従
っ
て
修
身
に
勤
め
る
こ
と
は
身

に
災
禍
な
き
を
保
一
証
し
得
な
い
現
実
の
指
摘
で
あ
る
。
な
ら
ば
超
越

的
に
こ
れ
を
保
証
す
る
も
の
が
あ
る
か
。
つ
鬼
神
も
人
事
の
変
一
反
を

正
す
能
わ
ず
、
聖
賢
も
ま
た
愚
夫
の
遼
惑
を
開
く
能
わ
ず
。
」
(
「
鬼
神

之
不
能
正
人
事
之
脱
皮
戻
今
、
聖
賢
亦
不
能
関
愚
夫
之
遼
惑
。
」
)
と
は
そ
の
希

求
と
否
定
で
あ
ろ
う
。
「
天
道
」
へ
の
疑
い
の
萌
芽
の
よ
う
な
も
の

と
は
こ
の
二
句
を
指
す
。
人
事
の
准
尉
を
保
証
す
る
超
越
的
存
在

「
鬼
神
」
を
希
求
し
て
得
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
彼
に
残
さ
れ
た
の

は
『
易
』
の
理
に
従
っ
て
明
哲
保
身
を
は
か
る
道
の
み
で
あ
っ
た
。

か
き

「
努
力
し
て
藩
に
触
れ
な
ば
、
徒
ら
に
角
を
握
か
ん
。
戸
庭
を
出

で
ず
、
一
過
ら
れ
る
こ
と
な
き
を
庶
う
。
」
〈
「
努
力
鰯
藩
、
徒
擢
角
会
。

i

以
下
前
出
」
〉
と
は
第
一
段
の
結
語
で
あ
っ
た
。
(
『
易
』
「
大
荘
」
「
上
六
、

'
抵
羊
鱗
藩
、
不
能
退
、
不
能
途
。
エ
ん
依
利
。
」
)
「
退
き
て
心
を
洗
い
、
内

に
訟
む
る
も
、
固
に
従
う
所
を
知
ら
ず
。
」
(
前
出
)
に
は
『
論
諮
問
』

の
他
に
(
『
易
』
「
繋
辞
上
」
「
翠
人
洗
心
、
、
退
議
於
密
。
」
)
が
重
ね
ら
れ
て

い
る
。
終
段
に
は
、
「
同
人
を
昭
ら
か
に
し
て
大
い
に
た
も
ち
、
謙

光
を
明
ら
か
に
し
て
展
ぷ
る
に
務
め
ん
。
」
〈
「
昭
同
人
市
大
有
今
、
明
議

光
商
務
展
。
」
)
と
「
向
人
」
「
謙
光
」
の
誌
を
引
き
、
「
幽
味
を
黙
足

ψ
仇

J
b

に
遵
り
、
査
に
采
を
岱
ベ
て
顕
る
る
を
新
め
ん
。
」
ハ
「
逸
幽
味
子
歎
足

今
、
宣
辞
采
市
新
類
。
」
〉
と
受
け
て
い
る
。
(
『
易
』
「
同
人
」
「
向
人
子
野
、

乎
o
」
、
『
易
』
「
般
的
能
下
」
「
謙
、
傘
市
光
。
」
)

持
の
不
適
に
儒
家
的
価
値
観
に
ゆ
ら
ぎ
を
生
乙
た
時
、
葦
仲
特
別
を

わ
ず
か
に
慰
め
え
た
の
は
明
易
』
の
理
で
あ
っ
た
。

( 44 ) 



次
に
司
馬
選
の
「
悲
土
不
通
賦
ん
の
第
一
段
は
六
字
句
十
一
匂
を

中
心
と
し
、
発
誌
の
七
字
句
と
結
語
の
二
句
、
九
字
と
八
字
で
そ
れ

を
は
さ
ん
で
い
る
。
ま
ず
、
「
悲
夫
土
生
之
不
炭
、
悦
際
影
市
溺
存
。
」

と
影
よ
り
他
顧
み
る
も
の
な
き
不
遇
の
士
を
挟
し
出
し
、
「
克
己
復

礼
」
孔
子
の
教
え
に
従
う
も
関
ゆ
る
な
く
、
正
し
き
才
を
抱
き
な
が

ら
、
時
は
蕩
蕩
と
し
て
流
れ
行
き
、
つ
い
に
伸
ば
す
を
得
な
い
こ
と

を
嘆
ず
る
。

第
一
一
段
以
下
二
十
八
匂
み
な
四
字
句
で
、
二
十
匂
ま
で
を
第
二》

h

h
出

段
、
残
り
八
句
を
第
一
ニ
段
と
す
る
。
「
天
道
放
な
る
か
な
、
あ
ふ
関

き
か
な
。
人
程
は
顕
然
と
し
て
、
相
い
傾
奪
す
よ
ハ
「
天
道
徽
哉
、
時

監
問
問
令
。
人
理
問
削
然
、
相
館
奪
号
。
」
〉
と
始
ま
る
が
、
傾
奪
し
て
や
ま
な

い
鋲
然
た
る
人
涯
に
対
す
る
駄
嘆
は
一
一
凱
間
も
な
く
、
一

j

生
死
、
貴
賎
」

の
選
択
に
自
分
な
り
の
基
準
を
立
て
た
こ
と
を
い
い
、
「
世
を
没
す

る
ま
で
関
ゆ
る
な
き
は
故
人
惟
れ
恥
ず
。
戦
に
開
き
タ
ベ
に
死
す
る

は
、
た
れ
か
其
れ
一
台
と
い
わ
ん
い
と
内
論
語
』
の
倍
遠
の
語
で
し
め

く
く
る
。

第
一
一
一
設
は
、
運
命
の
循
環
を
い
い
、
「
理
智
」
を
超
え
、
「
橋
福
」

を
超
え
、
「
之
を
自
然
に
委
ね
て
終
に
一
に
滞
さ
ん
。
」
と
比
一
一
か
悟
り

す
ま
し
た
よ
う
な
表
現
で
結
ぼ
れ
る
。

全
儲
腕
叙
情
で
一
句
も
叙
事
を
含
ま
ず
、
「
土
不
遇
賦
」
の
第
一
一
一
段

の
よ
λ
ノ
な
歴
史
回
顧
の
部
分
を
失
い
て
い
る
。
た
だ
一
方
で
、
司
馬

選
は
、
明
出
入
記
』
「
伯
一
関
叔
斉
列
伝
」
に
、
許
由
、
下
随
、
務
光
と
伯

英
、
叔
斉
を
事
諭
し
て
、
そ
の
『
論
一
詩
』
ヱ
ハ
惑
」
に
記
載
あ
り
な

し
の
差
に
、
そ
の
史
料
論
を
展
開
し
、
「
天
道
」
へ
の
疑
い
を
発
し

て
い
る
。
こ
の
賦
に
も
「
天
道
微
な
る
か
な
、
あ
ふ
間
関
き
か
な
い
の

除
嘆
は
あ
る
も
の
の
「
佑
爽
叔
斉
列
伝
」
の
よ
う
な
激
し
さ
は
な
い
。

ま
た
そ
の
政
嘆
に
続
く
部
分
は
「
我
が
心
、
哲
己
に
能
く
付
り
、
我

が
一
一
一
一
向
、
哲
己
に
能
く
選
ぶ
。
」
ハ
「
我
心
之
突
、
哲
己
能
付
。
我
之
一
一
一
一
口
、
哲

己
能
選
。
」
)
な
ど
悟
遠
の
響
き
で
あ
る
。
こ
こ
に
梅
治
関
が
先
行
二

獄
、
を
「
佑
爽
叔
斉
列
伝
」
と
『
論
語
』
の
世
界
に
受
け
と
め
て
「
感

士
不
適
賦
」
を
展
開
し
て
い
る
筋
道
が
見
ら
れ
る
。

第
一
段
の
「
箆
克
己
一
郎
復
態
、
健
志
行
之
無
関
。
」
に
は
、
吋
論
語
』

「
顔
淵
篇
」
の
「
克
己
復
礎
魚
仁
」
及
び
「
子
知
子
第
」
の
「
後
生
可
畏

:
:
:
、
四
十
、
五
十
無
関
溝
、
新
亦
不
足
畏
也
。
」
が
読
み
と
ら
れ
、

第
二
段
の
結
語
「
波
世
無
関
、
古
人
権
恥
。
報
開
タ
死
、
敦
云
其

一
台
。
」
に
は
、
「
子
四
千
倍
加
」
に
章
一
ね
て
、
「
盟
仁
篇
」
「
朝
間
道
、
タ
死

可
失
。
」
が
血
ハ
故
と
な
っ
て
い
て
三
謹
己
的
価
値
観
に
ふ
ま
え
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
終
章
は
出
一
一
か
道
家
的
達
観
の
よ
う
な

饗
き
が
感
じ
ら
れ
る
。
「
逆
と
煩
と
は
還
田
川
し
、
乍
ち
没
し
、
乍
ち

怒
る
」
ハ
「
逆
顕
還
席
、
乍
設
乍
起
。
」
〉
と
は
『
易
』
の
理
の
よ
う
に
も

読
め
る
が
、
「
一
福
の
先
に
造
る
な
く
、
掘
の
始
め
に
触
れ
る
な
け

ん
に
(
「
無
造
語
先
、
無
鰭
鱗
始
。
b

と
は
、
『
妊
一
ず
』
寸
一
刻
一
意
篇
」
「
不
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借
用
語
先
、
不
篤
橋
始
。
」
が
読
み
と
ら
れ
、
終
章
全
体
が
無
為
自
然

の
達
観
に
見
え
る
。
同
じ
不
遇
の
土
を
め
ぐ
っ
て
綴
ら
れ
た
「
伯
夷

叔
斉
列
伝
」
と
「
悲
士
不
遇
賦
」
の
こ
の
違
い
は
何
に
よ
る
の
だ
ろ

う
か
。西

間
弘
氏
は
「
歴
史
家
司
馬
濯
の
『
史
記
』
全
篇
を
文
誉
と
見
る

(注
2
〉

と
き
、
『
悲
士
不
遇
賦
』
は
こ
れ
に
対
す
る
『
乱
』
辞
に
も
当
る
。
」

と
一
一
一
口
わ
れ
る
が
、
『
史
記
』
全
篇
の
完
成
に
付
さ
れ
た
「
乱
」
辞
な

ら
ば
、
第
二
段
の
悟
遠
の
一
諮
も
、
第
三
段
の
痛
切
よ
り
は
達
観
に
澄

ん
だ
心
境
の
叙
述
も
わ
か
ら
な
く
は
な
い
。

陶
淵
間
関
は
こ
れ
ら
先
行
二
賦
に
註
接
触
発
さ
れ
て
、
「
感
士
不
遇

賦
」
を
書
い
た
の
で
は
あ
る
が
、
蓬
仲
好
の
上
世
間
顧
を
む
し
ろ

「
伯
夷
叔
斉
列
伝
」
に
受
け
と
め
て
展
開
し
た
の
で
あ
っ
て
、
可
馬

遷
「
悲
土
不
遇
賦
」
の
終
章
の
達
観
の
響
き
は
そ
の
と
る
所
で
は
な

か
っ
た
。
直
接
そ
の
「
感
土
不
適
賦
」
の
執
筆
を
刺
激
し
た
は
ず
の

「
悲
土
不
遇
賦
」
に
は
、
雲
山
説
明
』
的
価
値
観
を
い
う
幾
条
か
を
除
い

て
殆
ど
そ
の
影
響
を
認
め
得
な
い
。
と
す
れ
ば
、
陶
淵
明
の
「
慨
然

倒
恨
」
を
引
き
起
し
た
も
の
は
、
司
馬
遷
の
事
蹟
そ
の
も
の
で
あ

り
、
判
州
問
問
は
「
悲
土
不
遇
賦
」
に
「
伯
夷
叔
斉
列
伝
」
を
重
ね
て
読

ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

「
感
士
不
遇
獄
」
の
特
色

陶
淵
拐
の
麗
史
意
識
と
不
遇
の
土
の
像

董
仲
箭
は
自
分
の
時
代
を
夏
、
段
、
周
の
末
期
に
重
ね
て
い
る

が
、
淵
明
の
歴
史
意
識
は
上
下
に
よ
り
長
い
流
れ
の
中
に
促
え
ら
れ

て
い
る
。
序
に
い
う
「
国
民
風
告
逝
、
大
偽
斯
輿
。
間
関
探
廉
退
之

節
、
市
朝
騒
易
準
之
心
。
」
と
い
う
の
は
、
上
古
に
淳
朴
真
風
の
調

和
世
界
を
想
定
し
、
人
の
巧
智
生
じ
て
そ
の
調
和
が
破
れ
、
価
値
の

顛
倒
が
起
り
、
時
流
れ
て
当
代
に
及
ぶ
と
い
う
淵
拐
の
歴
史
の
見
方

で
あ
り
、
尚
古
思
想
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
の
見
方
を
少
し
く
具
体
的

に
注
釈
す
る
の
は
「
飲
酒
其
二
十
」
の
詩
で
あ
る
。

「
飲
酒
其
二
十
」

義
農
去
我
久
、
挙
世
少
復
員
。
汲
汲
魯
中
翁
、
調
縫
使
其

淳
。
鳳
鳥
雄
不
至
。
麓
柴
暫
得
新
。
沫
沼
綴
徴
響
。
漂
流
逮
狂

奏
。
詩
書
復
何
罪
、
一
一
朝
成
灰
塵
。
霞
匿
諸
老
翁
、
策
事
誠
段

勤
。
如
何
経
世
下
、
六
籍
無
一
一
殺
。
終
日
馳
車
走
、
不
見
所
関

津

o
i
l
-以
下
略

上
古
真
風
の
世
、
孔
子
の
挽
回
、
狂
秦
の
文
化
破
壊
、
漢
儒
の
復

興
の
努
力
、
そ
し
て
「
六
籍
一
の
親
し
む
無
し
」
と
い
う
当
代
、
こ

の
歴
史
の
見
方
が
、
こ
の
序
の
四
句
に
も
賦
全
体
の
中
に
も
流
れ
て

い
る
。

I 
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こ
の
歴
史
意
識
に
立
っ
て
書
か
れ
た
の
が
「
感
土
不
遇
斌
」
の
第

一
段
か
ら
第
四
段
で
あ
り
、
そ
の
第
一
段
の
し
め
く
く
り
、
第
四
段



の
要
所
に
は
、
「
駿
一
軒
唐
市
永
歎
」
「
己
不
在
炎
一
帝
一
菅
魁
之
世
」
と
寅

帝
、
神
農
の
上
古
真
風
の
世
が
追
思
さ
れ
て
い
る
。

第
一
段

(
1
1
m
句
〉
の
初
め
八
匂
は
、
大
塊
の
精
気
を
受
け
て

こ
の
世
に
生
れ
た
人
間
が
、
一
二
綱
五
常
の
正
に
立
ち
、
撃
壌
自
足
し

て
或
は
蒼
生
を
済
い
、
進
退
分
に
応
じ
て
、
倣
然
と
し
て
矯
に
称
っ

た
上
古
真
風
の
世
界
を
描
写
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
董
仲
釘
の
い
う

コ
ニ
代
の
隆
盛
」

i
儒
家
思
想
i
に
加
上
し
た
老
寝
流
の
尚
古
思
想

で
あ
る
。
韓
兆
靖
氏
は
「
感
土
不
通
賦
」
を
解
説
し
て
「
称
美
古
代

市
汎
潟
現
渓
是
道
家
最
突
出
的
特
点
、
陶
掬
明
受
道
家
的
影
椀
深
、

逮
称
活
他
径
常
滋
的
。
」
と
指
摘
さ
れ
、
そ
の
類
想
三
条
を
上
げ
て

ハ法
3
〉

お
ら
れ
る
。一

一
土
道
議
、
浮
風
呂
議
。
」
ハ
「
国
胴
上
撃
質
」
〉

「
遇
生
三
季
后
、
慨
然
念
賞
廃
。
」
(
「
婚
羊
長
史
」
〉

「
依
依
上
古
、
阪
初
生
氏
。
倣
然
自
足
、
抱
朴
合
員
。
智
巧
既

萌
、
賓
待
無
因
。
」
ハ
「
勤
農
」
)

淵
間
関
は
こ
の
加
上
思
想
を
時
代
風
潮
と
と
も
に
受
け
入
れ
、
そ
れ

へ
の
憧
れ
を
繰
り
返
し
表
現
し
、
自
画
像
に
も
重
ね
て
い
る
。

「
酎
鯵
賦
詩
、
以
柴
其
士
山
。
無
懐
氏
之
氏
欺
、
首
相
天
氏
之
氏
数
。
?
一

ハ
「
五
椀
先
生
侍
」
〉

「
常
一
一
一
一
向
、
五
六
月
中
、
北
詰
下
臥
、

皇
上
人
。
」
ハ
「
輿
子
機
等
疏
」
〉

遇
淳
風
暫
一
ヘ
豆
、

自
調
印
走
中
一
毅

し
か
し
、
そ
れ
は
、
想
念
の
世
界
に
受
け
と
め
ら
れ
た
道
家
思
想

で
あ
っ
て
、
己
を
取
り
ま
く
現
実
を
挟
す
鑑
で
あ
り
、
現
実
批
判
の

そ
の
時
代
な
り
の
涼
理
で
あ
っ
た
。
そ
の
加
上
さ
れ
た
世
界
は
「
飲

酒
其
二
十
」
に
も
見
た
よ
う
に
、
ま
た
こ
の
賦
の
不
遇
の
士
の
像

に
も
見
る
よ
う
に
、
そ
の
後
の
儒
家
的
価
値
観
に
立
つ
努
力
を
比
一
一
か

も
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

第
一
段
九
匂
目
以
下
は
、
そ
の
真
風
の
世
も
、
時
の
流
浪
と
と
も

に
変
化
し
、
密
縮
、
宏
羅
し
か
れ
て
魚
鳥
驚
き
、
達
人
は
そ
の
変
に

気
づ
き
、
禄
を
逃
れ
て
帰
耕
す
る
。
こ
こ
に
映
し
出
さ
れ
た
不
遇
の

土
は
上
世
の
達
人
で
佑
夷
的
人
物
と
も
老
荘
的
人
物
と
も
読
め
る

が
、
第
二
段
ハ
日
勾
J
m
m
句
自
)
の
そ
れ
は
明
ら
か
に
「
、
汲
汲
た
り
魯

中
の
受
」
を
つ
ぐ
人
物
で
、
「
奉
上
天
」
ノ
~
成
命
、
部
翠
人
之
遺
書
。

譲
忠
孝
於
君
親
、
生
信
義
於
郷
開
。
」
と
儒
家
的
修
身
に
立
つ
不
遇

の
土
を
描
い
て
い
る
。

第
三
段
〈
mm
勾
i
訂
旬
自
〉
は
、
そ
の
よ
う
な
土
が
誇
り
を
受
け
、

妄
と
い
わ
れ
る
価
値
顛
倒
の
嘆
き
を
述
べ
る
。
そ
れ
を
は
さ
ん
で
、

第
四
段
(
お
勾
J
問
中
旬
呂
)
は
、
「
哀
哉
、
士
之
不
遇
、
己
不
在
炎
一
帝
一
帝

魁
之
世
、
猫
抵
倍
以
自
動
。
」
と
哀
撲
を
新
に
し
、
漢
代
人
士
の
不

遇
を
列
ね
る
。
こ
こ
で
も
輩
仲
野
の
引
い
た
コ
ニ
省
」
を
用
い
て
、

「
宣
三
省
之
或
援
。
」
と
い
い
、
「
照
準
徳
以
及
時
」
ハ
『
易
』
「
乾
卦
、
九

四
」
「
君
子
準
徳
符
業
、
欲
及
持
也
」
)
と
そ
の
儒
家
的
修
身
を
い
う
。
淵
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間
関
の
考
え
る
不
透
の
士
は
当
然
に
こ
う
し
た
儒
家
的
修
身
を
己
に
課

す
人
物
で
あ
っ
た
。

一
方
こ
の
賦
の
歴
史
上
の
人
物
の
取
り
上
げ
方
に
つ
い
て
い
え

ば
、
そ
の
序
に
は
「
故
夷
拾
有
安
錦
之
敷
、
一
二
開
設
巳
失
之
友
よ
と

い
っ
て
、
道
窮
っ
て
「
い
ず
く
に
か
ゆ
か
ん
。
」
「
ゃ
ん
ぬ
る
か
な
」

の
友
歎
を
発
し
た
伯
夷
叔
斉
と
荷
山
の
四
始
、
問
問
原
を
そ
う
し
た
人

物
の
代
表
に
し
て
い
る
。
淵
明
が
斌
の
第
四
段
で
あ
げ
る
不
遇
の
土

は
董
仲
針
、
寅
誼
以
下
い
ず
れ
も
「
土
不
遇
賦
」
以
後
の
漢
代
人
士

で
あ
る
。
そ
の
漢
代
人
土
の
う
ち
、
蓋
仲
倍
は
「
土
不
遇
賦
」
の
作

者
そ
の
入
、
資
詑
は
「
弔
屈
原
斌
」
の
作
者
で
あ
れ
ば
、
「
土
不
透

賦
」
の
歴
史
上
の
人
物
の
取
り
上
げ
方
か
ら
自
然
な
連
想
で
付
け
加

え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
人
物
の
他
に
淵
明
は
、
「
愛
益
、

張
釈
之
、
鴻
唐
、
貌
尚
」
を
上
げ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
張
釈
之
は
愛

盆
の
推
挙
で
、
十
年
逼
塞
し
て
い
た
「
続
郎
」
か
ら
「
弱
者
僕
射
」

に
あ
げ
ら
れ
た
人
。
貌
尚
は
、
勾
奴
討
伐
の
功
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

戦
績
報
告
の
ミ
ス
で
職
を
追
わ
れ
て
い
た
が
、
潟
唐
の
意
見
で
雲
中

太
守
に
復
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
一
方
鴻
唐
も
そ
の
功
で
「
車
騎
都

〈注
4
〉

尉
」
と
な
っ
た
が
、
そ
の
時
は
も
う
七
十
才
で
あ
っ
た
と
い
う
。

い
ず
れ
も
、
生
命
の
危
機
に
瀕
し
た
と
い
う
程
の
悲
劇
性
は
な
い
が

「
亦
苦
心
而
麟
歳
」
と
同
情
を
寄
せ
て
い
る
。
「
士
不
遇
賦
」
の
取
り

上
げ
る
人
物
が
、
「
下
槌
務
光
、
伯
一
夷
叔
斉
、
伍
子
荷
、
屈
原
」
と

い
ず
れ
も
非
業
の
死
を
遂
げ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
と
較
べ
て
、
典

型
的
悲
劇
を
想
念
の
中
で
反
努
す
る
だ
け
で
な
く
、
己
を
取
り
ま
く

・
身
近
な
現
実
の
中
に
受
け
と
め
て
こ
の
賦
を
書
い
て
い
る
淵
明
の
態

度
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
以
上
一

i
四
段
は
上
古
か
ら
漢
代
を
回
顧
し

な
が
ら
起
承
転
結
し
、
賦
全
体
と
し
て
は
一
、
二
段
が
起
、
一
二
、
四

段
が
承
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

立
「
天
道
」
へ
の
懐
疑
と
「
毘
窮
」
へ
の
回
帰

前
段
ま
で
の
歴
史
回
顧
に
「
天
道
」
へ
の
疑
い
を
発
し
、
そ
の
実

例
を
「
伯
夷
叔
斉
列
伝
」
に
重
ね
て
い
る
の
が
、
第
五
段
(
臼
句
l

m
句
〉
で
あ
る
。
更
に
下
っ
て
、
李
広
、
玉
商
の
漢
代
人
士
の
不
遇

に
そ
の
疑
い
を
増
鱈
さ
せ
る
の
が
第
六
段
(
冗
句
i
M
句
)
、
第
七
段

ハ
部
匂
J
%
句
〉
は
、
測
り
難
き
天
の
理
を
前
に
「
回
窮
」
回
帰
を
結
語

と
す
る
。
そ
れ
が
五
段
以
下
の
構
成
で
あ
り
、
賦
全
体
で
は
五
、
六

段
が
転
、
七
段
が
結
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

第
五
段
は
「
承
前
王
之
清
詩
、
日
天
道
之
無
親
、
澄
得
一
以
作
壁
、

恒
輔
善
市
佑
仁
。
」
と
頼
む
べ
き
天
道
を
諮
り
、
に
も
拘
ら
ず
伯
夷

叔
斉
は
首
陽
山
に
鍛
え
、
顔
回
は
貧
の
中
に
夫
折
し
、
櫛
も
備
え
ら

れ
な
い
あ
り
さ
ま
、
好
学
と
行
義
の
模
範
に
し
て
か
く
な
れ
ば
、

「
疑
報
徳
之
若
誌
、
催
斯
言
之
虚
棟
。
」
と
の
疑
い
を
発
す
る
。

私
が
、
「
感
土
不
遇
賦
」
は
先
行
二
賦
を
「
伯
夷
叔
斉
列
伝
」
に
受

け
と
め
て
展
開
し
た
も
の
と
い
う
の
は
、
第
五
段
の
「
天
道
」
へ
の
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疑
い
が
、
全
面
的
に
苛
潟
、
選
の
思
索
を
つ
い
だ
も
の
で
あ
り
、
そ
の

疑
い
の
上
に
立
っ
て
、
第
七
段
の
「
億
一
J

回
窮
以
精
一
意
、
不
委
由
市
同
点

己
。
」
と
い
う
決
意
が
選
び
産
さ
れ
て
い
る
と
の
読
み
に
よ
る
。
ま

た
州
側
関
の
帰
結
前
後
に
都
合
六
条
見
え
る
「
回
窮
」
「
回
窮
節
」
の

一
地
問
は
こ
の
天
道
懐
疑
を
経
て
選
び
産
さ
れ
た
「
土
節
」
で
あ
る
と
思

O
 

久
ノ

斡
兆
靖
氏
は
「
感
土
不
遇
賦
」
の
第
五
段
を
解
説
し
て
、
そ
れ
は

た
だ
ち
に
記
入
記
』
の
天
道
懐
疑
の
段
を
想
起
さ
せ
る
と
い
わ
れ
、

(
注
5〉

そ
の
段
を
摘
録
さ
れ
る
。
い
ま
そ
の
摘
録
に
な
ら
う
。

或
回
、
天
道
無
親
、
常
輿
諮
問
人
。
若
伯
夷
叔
湾
、
可
謂
善
人

者
非
邪
。
積
仁
潔
行
如
此
而
餓
死
。
旦
七
十
子
之
徒
、
仲
尼
溺

薦
顔
淵
潟
好
学
、
然
関
也
底
空
、
糟
糠
不
厭
、
部
卒
蚤
夫
。
天

之
報
施
設
問
人
、
其
何
如
哉
。
盗
鯨
日
殺
不
一
卒
、
肝
人
之
内
、
暴

戻
怒
雄
、
緊
議
数
千
人
、
横
行
天
下
。
覚
以
蕎
終
。
是
逢
何
徳

哉
。
余
甚
惑
界
一
向
。
儀
所
謂
天
道
、
是
邪
非
邪
。

「
天
道
親
無
し
、
常
に
諮
問
人
に
与
す
に
と
は
『
老
子
』
「
七
十
九

章
」
の
一
一
一
一
同
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
「
善
人
と
謂
う
べ
き
者
に
非
ず
や
。
」

「
天
の
諮
問
人
に
報
施
す
る
こ
と
其
れ
い
か
ん
。
」
と
疑
わ
れ
て
い
る

の
は
、
い
ず
れ
も
孔
子
に
称
揚
さ
れ
た
伯
夷
叔
斉
と
顔
回
の
為
で

あ
り
、
「
伯
夷
叔
湾
、
不
念
蓄
慈
、
怨
走
用
希
。
求
仁
又
何
怨
乎
。
」

(
「
公
冶
長
篇
」
)
「
有
顔
向
者
好
印
字
」
(
「
探
也
篇
」
)
「
向
也
感
乎
、
震
空
。
」

(
「
先
進
篇
」
〉
な
ど
の
立
誠
一
記
』
の
言
及
に
関
つ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

淵
明
の
斌
も
又
そ
れ
を
同
じ
く
す
る
。
と
す
れ
ば
、
「
或
田
、
天
道

無
親
、
常
興
諮
問
人
。
」
と
は
儒
道
を
分
た
ず
、
中
国
思
想
の
基
底
に

あ
る
一
般
財
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
淵
明
が
そ
の
詩
を
「
前
王

の
清
諮
を
承
く
る
に
、
日
く
天
道
親
無
し
と
」
と
引
く
の
は
そ
の
事

を
意
味
し
よ
う
。

こ
こ
で
そ
の
懐
疑
の
薩
接
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
コ
ナ
回
、

天
生
徳
於
予
、
桓
雄
茶
如
予
何
。
」
ハ
「
述
而
篇
」
〉
の
よ
う
に
『
論
語
』

に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
天
へ
の
信
頼
で
あ
り
、
こ
の
一
般
財
に
立
つ

孔
子
の
敬
天
思
想
そ
の
も
の
で
あ
る
。
淵
問
問
の
い
う
「
徳
に
報
守
す
る

の
か
く
の
若
き
を
疑
い
、
斯
言
の
虚
陳
な
る
を
懐
る
。
」
と
は
『
論

語
』
世
界
の
よ
り
所
に
対
す
る
疑
い
に
他
な
ら
な
い
。

試
の
第
六
段
は
、
勾
奴
と
七
十
余
戦
し
た
李
広
将
軍
が
尺
土
の
封

も
な
く
、
却
っ
て
外
戚
の
小
人
街
青
の
為
に
自
殺
に
追
い
こ
ま
れ
た

事
、
王
関
川
、
張
匡
ら
の
謹
言
に
よ
り
職
を
追
わ
れ
吐
血
し
て
死
し
た

王
商
の
事
蹟
を
取
り
上
げ
て
「
実
良
辰
之
易
傾
、
胡
宰
口
勝
其
乃
念
。
」

(注
6
〉

と
近
く
漢
代
の
事
象
に
そ
の
疑
い
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
。

な
ら
ば
そ
の
疑
い
、
そ
の
嘆
き
は
ど
う
お
さ
め
ら
れ
る
の
か
。
そ

こ
に
選
ば
れ
る
の
は
「
土
不
遇
賦
」
の
よ
う
な
『
易
』
の
理
で
も
、

「
悲
士
不
遇
賦
」
の
「
無
造
語
先
、
無
鰯
禍
始
。
委
之
自
然
、
終
蹄

一
失
。
」
と
い
う
よ
う
な
老
荘
的
達
観
で
も
な
い
。
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コ
倉
天
は
は
る
か
に
遠
く
、
人
事
の
動
き
は
流
れ
て
や
む
こ
と
は

な
い
。
天
の
意
志
は
時
に
あ
ら
わ
れ
特
に
か
く
れ
、
誰
が
そ
の
理
を

知
り
え
よ
う
。
君
子
留
よ
り
窮
す
、
窮
に
い
て
濫
れ
ぬ
心
が
け
を
守

り
、
あ
れ
こ
れ
動
い
て
己
に
累
の
及
ぶ
愚
を
避
け
よ
う
。
」
と
天
理

の
不
可
知
の
訴
に
『
論
訪
問
』
の
言
葉
を
選
び
直
し
て
い
る
。
そ
れ
は

「
伯
夷
叔
斉
列
伝
」
の
懐
疑
が
『
論
宙
開
』
的
価
値
観
に
回
帰
し
て
い

く
の
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

子
臼
、
道
不
向
、
不
相
潟
謀
。
亦
各
従
其
志
也
。
故
田
、
富

貴
如
何
求
、
難
執
鞭
之
土
、
吾
亦
魚
之
。
如
不
可
求
、
従
五
回
所

好
。
歳
袋
、
然
後
知
松
柏
之
後
調
。
畿
世
混
潟
、
清
士
乃
見
。

l
i中
略

i
i
l伯
夷
叔
究
推
賢
、
得
夫
子
市
名
盆
彰
、
一
線
淵
難

篤
事
、
附
駿
尾
市
行
金
額
。
巌
穴
之
士
、
趨
合
有
持
、
若
此
類

名
濯
滅
市
不
務
。
悲
夫
。
関
巷
之
人
、
欲
砥
行
立
名
、
非
附
青

雲
之
士
、
窓
能
施
子
後
世
哉
。

「
世
を
挙
げ
て
混
渇
す
れ
ば
、
法
士
乃
ち
見
わ
る
。
」
よ
り
前
の
三

条
の
一
訟
は
、
「
衛
笠
公
篇
」
、
「
述
而
篇
」
、
「
子
卒
篇
」
と
い
ず
れ
も

立
制
孤
立
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
。
間
じ
く
天
理
不
可
知
の
前
に
己

の
内
的
生
命
を
「
各
其
の
志
に
従
う
な
り
。
」
「
吾
好
む
一
助
に
従
わ

ん
。
」
と
選
び
直
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
松
柏
歳
寒
の
美
」
で

あ
っ
た
。
淵
拐
の
選
ん
だ
の
も
そ
の
「
松
柏
歳
寒
の
美
」
で
あ
り
、

淵
明
は
そ
れ
を
「
回
窮
」
の
一
誌
に
象
徴
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
淵
問
問
の

帰
隠
の
め
ざ
し
た
も
の
も
そ
こ
に
あ
り
、
巌
穴
の
土
と
し
て
世
と
交

わ
り
を
断
っ
た
の
で
は
な
く
、
国
間
同
弟
耕
の
現
実
生
活
の
中
に
高
士

と
し
て
の
名
の
伝
わ
る
こ
と
を
求
め
た
生
き
方
で
あ
っ
た
。
そ
の
詩

作
、
表
現
活
動
が
そ
の
こ
と
を
何
よ
り
も
あ
か
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

淵
拐
の
「
罰
窮
」
の
一
語
に
は
、
そ
れ
を
淘
集
を
読
み
と
く
キ
イ
・

ワ
ー
ド
と
し
て
、
一
海
知
義
氏
に
そ
の
意
味
を
専
論
し
た
「
陶
詩
留

窮
考
」
が
あ
っ
て
、
周
到
の
論
を
立
て
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
用
語
が

用
い
ら
れ
る
の
は
、
帰
隠
決
意
の
壌
か
ら
と
措
定
し
て
、
こ
の
賦
の

「
欣
然
と
し
て
帰
止
し
て
、
良
価
を
朝
市
に
謝
す
。
」
に
そ
の
「
帰

(注
7
〉

田
」
の
意
志
と
結
び
つ
い
た
語
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。

『
論
諮
問
』
「
衛
翠
公
篇
」
「
在
陳
絶
種
、
従
者
有
病
莫
能
輿
。
子
路

恒
見
白
、
君
子
亦
有
第
乎
。
子
回
、
君
子
国
窮
、
小
人
窮
斯
濫
余
。
i

一

か
ら
取
ら
れ
た
こ
の
諾
は
淵
拐
の
歴
史
の
見
方
と
天
道
懐
疑
に
立
っ

て
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
筋
道
が
「
感
土
不
遇
賦
」
に
典
型
的

に
表
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
私
な
り
に
つ
け
加
え
た
い
の
が
小
論
の
主

意
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
じ
主
題
を
詩
に
圧
縮
し
て
歌
っ
た
「
飲
酒

其
一
一
」
「
積
善
一
玄
有
報
、
一
夷
叔
在
西
山
。
善
悪
有
不
感
、
何
事
之
空

一
一
一
一
口
。
九
十
行
稽
索
、
飢
寒
況
蛍
年
。
不
頼
回
窮
節
、
百
世
蛍
誰
俸
。
}
一

に
も
た
ど
ら
れ
、
「
善
悪
十
勾
し
く
も
応
ぜ
ざ
れ
ば
、
何
事
ぞ
空
一
一
一
一
口
を
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つ
る
や
。
」
と
は
「
積
善
応
報
」
の
儒
家
的
原
理
に
発
せ
ら
れ
た

疑
い
で
あ
り
、
「
斯
一
一
一
一
口
の
鹿
僚
な
る
を
耀
る
。
」
と
等
質
の
懐
疑
で
あ

る
。
そ
の
疑
い
に
立
っ
て
選
ば
れ
て
い
る
の
が
、
百
世
に
伝
わ
る
べ

き
「
士
節
」
と
し
て
の
「
間
窮
節
」
で
あ
っ
た
。
詩
と
賦
の
二
つ
の

典
型
的
用
例
が
そ
の
こ
と
を
示
し
、
他
の
四
例
も
ま
た
、
彼
の
歴
史

沼
一
蹴
に
立
っ
て
、
そ
の
不
適
の
士
の
生
き
方
に
そ
れ
を
確
か
め
て
い

る。

歴
党
千
載
害
、
時
時
見
透
烈
。
す
一
同
操
一
非
所
焚
、

節
。
ハ
「
発
卯
歳
十
二
月
中
作
興
従
弟
敬
遠
」
)

党
抱
国
窮
節
、
銃
東
日
飽
所
更
。
:
:
:
孟
公
不
在
故
、
終
以
毅

一
苦
情
。
ハ
「
飲
酒
其
十
六
」
〉

斯
濫
室
依
志
、
国
第
照
的
所
蹄
。
態
也
己
失
犬
、
在
昔
余
多

郎
。
ハ
「
有
曾
荷
作
」
)

誰
一
京
間
窮
難
、
議
談
此
前
修
。
ハ
「
一
詠
黄
土
其
七
」
〉

こ
れ
ら
の
作
い
ず
れ
も
淵
拐
の
帰
認
の
決
意
を
留
め
、
励
ま
す
た

め
に
作
ら
れ
た
詩
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
選
ば
れ
た
「
士
節
」
を
、

「
君
子
留
窮
」
の
「
君
子
」
を
欠
く
「
国
窮
」
「
鼠
窮
節
」
と
表
現
す

る
こ
と
で
、
立
川
m-
語
』
の
そ
の
条
全
体
を
響
か
せ
る
表
現
と
な
っ
て

い
る
と
思
う
。

「
友
子
」
と
い
っ
て
「
兄
弟
」
を
連
想
さ
せ
る
の
を
「
獄
後
一
語
」
と

い
え
ば
、
「
君
子
関
窮
」
の
前
を
欠
く
の
は
致
前
一
訪
問
と
も
よ
う

謬
得
留
窮

か
。
『
中
密
文
化
叢
書
4

文
学
概
論
』
に
は
寸
断
語
」
の
修
辞
を

説
明
し
て
、
「
運
校
現
落
、
慰
英
将
軸
」
の
出
地
ハ
「
報
之
以
魂
璃
」
、

「
持
軌
其
空
」
を
上
げ
て
い
る
が
、
前
を
断
っ
た
例
と
、
後
を
断
っ

た
例
で
あ
る
。
『
詩
経
』
「
柏
舟
」
の
「
日
居
月
諾
」
の
「
日
月
」
を

欠
い
て
「
居
諾
」
で
「
日
月
」
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
修
辞
も
あ
る
。

い
ず
れ
も
一
部
を
欠
い
て
全
体
を
想
起
さ
せ
る
技
法
で
、
「
題
窮
」

の
語
も
ま
た
豆
側
一
諮
』
の
こ
の
条
全
体
を
想
起
さ
せ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

一
海
氏
が
前
掲
論
文
で

「
毘
よ
り
窮
す
」
と
は
、
第
と
い
う
状
態
を
当
然
の
こ
と
と

し
て
、
あ
る
い
は
甘
ん
じ
て
受
け
容
れ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
そ
し
て
窮
を
受
け
容
れ
る
、
そ
う
し
た
状
態
に
安
ん
ず
る

と
い
う
心
理
を
一
時
の
こ
と
と
せ
ず
、
こ
れ
を
自
己
の
当
然
の

状
態
と
し
て
持
続
さ
せ
れ
ば
、
「
窮
を
留
る
」
と
い
う
こ
と
に

・

も

ん

匂

*

小

、

な
る
の
で
は
な
い
か
。
「
間
よ
り
」
と
「
閉
山
る
」
と
は
、
主
体

の
穣
題
性
と
い
う
点
で
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
ち
が
う
こ
と
は
た
し
か

だ
が
、
結
局
は
田
川
義
に
近
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
も
と

も
と
「
器
」
と
い
う
同
一
文
字
な
の
だ
か
ら
、
当
然
と
い
え
ば

当
然
の
こ
と
だ
け
れ
ど
も
。

と
平
拐
の
論
に
落
ち
つ
か
れ
る
の
も
、
も
と
も
と
我
々
が
こ
の
誌
を

読
む
持
、
豆
制
一
組
問
』
の
そ
の
条
全
体
を
患
い
浮
べ
て
読
ん
で
い
る
こ
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と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

孔
子
一
行
が
傑
に
あ
っ
て
食
糧
が
絶
え
た
の
は
、
孔
安
国
の
い

う
よ
う
に
呉
の
陳
討
伐
に
ま
き
こ
ま
れ
た
た
め
か
、
「
孔
子
世
家
」

の
い
う
よ
う
に
、
孔
子
が
楚
に
招
蒋
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
、
‘
療
薬
の

大
夫
が
こ
れ
を
囲
ん
だ
た
め
か
、
そ
の
詳
細
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
こ
の

出
典
そ
の
も
の
が
、
子
路
が
慢
り
見
て
問
う
ほ
ど
の
孔
子
の
よ
り
所

へ
の
疑
い
に
答
え
て
成
立
し
て
い
る
。
淵
明
、
が
「
天
道
」
へ
の
疑
い

を
経
て
選
び
直
す
に
足
る
重
み
を
も
っ
た
条
で
あ
っ
た
と
思
う
。

、迂注
1

小
論
の
主
意
を
め
ぐ
っ
て
己
に
上
回
武
氏
の
「
陶
淵
明
と
史
記
」
が

あ
り
、
「
淵
明
の
五
十
三
歳
当
時
の
作
品
と
見
な
さ
れ
る
『
感
士
不
遇
賦
、

井
序
」
、
『
飲
酒
』
二
十
首
、
『
詠
貧
土
』
七
首
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
疎

外
感
や
憤
激
な
ど
の
心
の
騒
ぎ
の
中
か
ら
う
た
い
出
さ
れ
た
も
の
を
跡
づ

け
る
と
と
も
に
、
可
馬
遼
の
『
史
記
』
が
そ
れ
ら
を
含
む
淵
明
の
後
半
期

の
作
品
に
極
め
て
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
己

Q
鎌
田
正
博
士
八
十
寿
記
念
漢
文
学
論
集
」
百

大
修
館
書
庖
二
人

O
頁
)
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
感
士
不
遇
斌
」
の

構
成
の
軌
と
な
っ
て
い
る
「
天
道
」
へ
の
不
信
が
『
史
記
』
「
伯
夷
叔
斉

列
伝
」
の
そ
の
段
を
出
典
と
す
る
こ
と
は
、
『
陶
瀕
拐
涛
文
賞
析
集
』
(
己

局
将
社
wω
〉
の
「
感
土
不
遇
賦
」
の
解
説
を
し
た
『
史
記
』
研
究
家
韓
兆

端
氏
に
指
摘
が
あ
り
、
上
回
武
氏
の
「
陶
淵
間
切
に
お
け
る
天
・
人
の
問

題
」
(
「
中
国
文
化
」
羽
漢
文
学
会
会
報
却
号
)
で
は
淵
拐
の
天
人
観
の

問
題
と
し
て
よ
り
広
い
視
野
で
検
討
さ
れ
之
い
る
。
小
論
は
上
回
誌
の
設

定
さ
れ
た
大
枠
を
出
る
も
の
は
な
い
が
、
「
感
土
不
遇
斌
」
の
材
源
の
あ

り
方
に
限
定
し
て
私
の
読
み
取
り
を
述
べ
て
み
た
い
。
こ
と
に
司
馬
遷
の

「
天
道
」
懐
疑
が
孔
子
の
敬
天
思
想
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
の

回
帰
が
同
じ
『
論
語
』
世
界
に
帰
着
す
る
こ
と
、
淵
明
も
ま
た
そ
れ
を
と

も
に
し
て
「
国
窮
節
」
を
定
立
さ
せ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

注
2
西
河
弘
「
陶
淵
拐
の
『
感
士
不
遇
賦
』
に
つ
い
て
」
〈
「
菌
学
院
雑
誌
」

第
五
十
九
巻
十
、
十
一
月
号
〉

注
3

本
一
必
寸
主
線
『
陶
淵
明
涛
文
賞
祈
集
』
巴
萄
持
社
宮
川
山
頁
。
引
用

は
繁
体
字
に
産
し
た
。

注
4
『
史
記
』
「
張
繋
之
鴻
唐
列
俸
第
四
十
二
」

注
5

注
4
前
掲
書
出
頁
、
そ
の
引
用
は
「
是
選
何
擦
哉
」
の
あ
と
に

「
此
元
大
彰
明
較
著
者
也
」
か
ら
「
非
公
正
不
鼓
債
市
遇
柄
災
者
不
可
勝

数
也
」
の
一
段
が
省
か
れ
て
い
る
。

注
6
『
史
記
』
「
李
将
軍
列
俸
第
四
十
九
」

『
漢
書
』
「
王
一
商
史
丹
待
喜
列
停
第
五
十
二
」

『
未
名
』
第
七
号
中
文
研
究
会
百
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注
7

ハ
北
陸
大
学
)


